
 
平成２８年度 第１回 

あかいわ創生有識者会議：参考資料２  

【交付対象事業名称】赤磐市総合戦略策定事業 



赤磐市まち・ひと・しごと創生
総合戦略・人口ビジョン
～子育てするならあかいわ市～

（概要版）

平成２７年度から平成３１年度までの
５年間の戦略です

赤磐市マスコットキャラクター　あかいわモモちゃん

ひと
の創生

重点戦略Ⅰ

重点戦略Ⅱ

重点戦略Ⅲ

安心して子育てができ、次代を
担うひとが育つまちを創る

経済・産業に活力があり、ひとが
集まるまちを創る

多彩な人材の活躍により、地域が
活性化しているまちを創る

しごと
の創生

まち
の創生

赤磐市を“暮らしの場”、“働く場”、“生活を楽し
む場”そして何より“子育てをする場”として魅
力的なまちにすることで、住み続けたい、住ん
でみたい、訪れてみたいと思われ選ばれるま
ちを実現します。
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赤磐市まち・ひと・しごと創生総合戦略

1. 安心して家庭を築ける環境創出プログラム

重点戦略Ⅰ

若者の経済的安定

結婚に結びつく支援の推進

多様な働き方の提案

世帯のニーズに対応した住宅助成の充実

安心して子育てができ、次代を担うひとが育つまちを創る

●安定的で良質な雇用の確保により、若者が経済的に安定し、安心して家庭を築くことのできる環境を
創出します。

●『“赤磐市の未来を担う宝”である地域の子どもは、地域で守り育てる』という共通認識を持って、出産・
子育てにやさしい地域ぐるみの子育て支援を行います。

●子どもが豊かな心とたくましく生きる力を健やかに育んで、未来に向かって限りない可能性を切り開
いていける教育環境を整えます。

●若者に「魅力的で安定的な収入が見込める地元雇用」を
確保するほか、若者の正規雇用化を促進し、安心して家
庭を築ける環境を創出します。

●結婚に結びつく出会いの場の提供等、「素敵な相手にめ
ぐり合う」ための支援を積極的に進めます。

【主な取組】
▶︎市内企業連携推進（市内企業の活性化、採用枠拡大
の働きかけ等）

▶企業立地支援事業（企業誘致奨励金、雇用促進奨励
金等）

▶赤磐市産業支援センター〈仮称〉の設立

【主な取組】
▶︎あかいわに戻ろうプロジェクト
　（同郷出身者等のネットワーク構築、婚
活イベント等の開催、各種情報の発信、
結婚祝い金制度等）

【主な取組】
▶︎クラウドソーシング（ＩＣＴを活用した
在宅・遠隔就労）の普及拡大

【主な取組】
▶︎あかいわに戻ろうプロジェクト（新婚世帯の家賃
助成）

▶定住促進奨励金（市分譲宅地の購入費用助成）
▶移住・定住推進事業（空き家の改修費用補助）

●クラウドソーシング（在宅・遠隔就労）やパート等、結婚・
子育てをする女性等の希望に応じたフルタイム労働以
外の多様で魅力的な就業の機会を創出し、経済的に安
定して子どもを産み育てていける環境を整えます。

●結婚する（した）若者が安心して市内に居住できるよう、
アパート等の賃貸住宅の家賃や住宅の購入等に係る助
成制度の充実を図ります。

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

合計特殊出生率 婚活支援による成婚組数
（Ｈ２７年度～Ｈ３１年度の累計）

「子育て支援のための総合窓口」の
設置

「授業の内容がよくわかる」
と答える児童・生徒の割合

１．５８ ３０組 ３箇所 ８０．０％

認定こども園の数 有効求人倍率（管内 H31 年度平均） 家庭教育講座参加者（年間） 全国学力調査の結果

１箇所 １．１３ １０００人 全国平均レベル
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3. 子どもが健やかに育つ教育環境創出プログラム

2. 安心して出産・子育てができる環境創出プログラム

学習環境の整備

子育てサービス・保育サービスの充実

子どものけが、病気等への対応

確かな学力の定着に向けた教育の充実

家庭・地域社会の教育力の充実

地域ぐるみの子育て支援

心身ともに健康な幼児、児童、生徒の育成

●学習支援員や外国語指導助手等の配置により、子ども
の学力・学習状況に応じた指導環境や、異文化理解・コ
ミュニケーション能力の育成を図ることのできる学習環
境を整えます。

●子育て支援センター等を拠点にサービス体制を強化し、市
内のどこに住んでいても身近な場所で子育て支援が受けら
れる体制の充実を図るほか、延長保育・休日保育の検討や
認定こども園の整備等、保育サービスの充実を図ります。

●子どもの夜間・休日等のけがや急病に対して、
適切な対応や治療が行える体制の充実を図り
ます。

●教師の指導力向上を図り、落ち着いた学習環境づくり、基礎基
本の徹底等、「わかる授業」の実践を進めます。また、産官学の連
携により、小学校でタブレットやマイクロステップドリルを活用し
た基礎基本の徹底を図る等、特色のある教育に取り組みます。

【主な取組】
▶︎学習支援員、学校教育指導員、外国語指導助手等の
配置

▶遠距離通学支援（スクールバス運行、通学費補助）
▶学校施設耐震補強事業

【主な取組】
▶︎子育て世代包括支援センターの設立（妊娠期から就
学までの総合的な支援）

▶多子世帯（第３子以降）保育料無償化
▶育休中親子への柔軟な保育対応
▶延長保育、休日保育、一時預かり等の充実
▶認定こども園の整備

【主な取組】
▶子ども医療費給付事業（高校生まで対象を拡大）
▶２４時間電話健康相談事業
▶県南東部圏域二次救急体制整備事業

【主な取組】
▶︎産官学連携協力事業（大学・企業が開発した学習補
助教材の活用）

▶家庭の学習環境づくり
▶教育用コンピュータ・ＩＣＴ機器の整備

【主な取組】
▶家庭教育講座（就学前・思春期子育て講座等）
▶学校支援地域本部事業（放課後学習補助・見守り等
を行う地域活動）

▶放課後子ども教室推進事業
▶ヤング（中学生）ボランティア養成事業

【主な取組】
▶︎子どもを守る地域ネットワーク機能強化事業
▶地域子育て支援拠点事業
▶子育て支援事業（子育てサロン、親子交流会等）
▶ファミリー・サポート・センター事業
▶幼児クラブ活動支援
▶放課後児童健全育成事業

【主な取組】
▶︎赤磐市不登校対策アクションプラン
　（学校相談員・不登校相談支援員の配置、適応指導
教室の運営等）

▶青少年健全育成事業

●支援が届きにくい家庭への教育支援や相談活動を行う
ほか、放課後の学習補助や見守り等を行う地域活動等、
地域ぐるみで子どもを育てる環境の充実を図ります。

●親だけが育児を抱え込むことのないよう、育児不安・育
児負担への支援や母子保健活動、親子と地域の交流促
進等、地域ぐるみで子どもを守り育てる環境の充実を図
ります。

●保育園、幼稚園、小学校、中学校の連携を促進して子ど
もの自己肯定感を育成する取組を進めるとともに、より
よい生活習慣が身に付くよう、相談・サポート活動を促進
します。
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赤磐市まち・ひと・しごと創生総合戦略

1. 企業誘致による安定的で良質な雇用創出プログラム

重点戦略Ⅱ

新たな企業用地の確保

地域の若者の定着、ＵＩＪターン就職の推進

規制の見直しによる企業誘致の促進

魅力的な企業の誘致促進

経済・産業に活力があり、ひとが集まるまちを創る

●幅広い支援による地域の商・工・観光産業の活性化や、広域交通の利便性等を活かした企業立地の促
進を図り、地域に安定的で良質な雇用を確保します。

●若者世代の転出を食い止め、また新たな転入を図り、定住人口と交流人口の増加による賑わいと活気
があるまちを創出します。

●経営感覚を持った農業経営者の確保・育成や農産物の地域ブランド化等に取組み、『農業』を『若い世
代の安定した雇用を創出するしごと』に育成します。

●企業立地に適したエリアの選定や新たな企業用地の確
保・整備を推進し、新たな企業の立地を受け入れることの
できる環境を整えることで、企業誘致の促進を図ります。

●若者にとって魅力的で良質な雇用の場の確保を進めるとともに、市
内企業、ハローワーク等と連携して就職説明会を開催する等、市内
企業の魅力や求人情報をＰＲし、若者の地元就職やＵＩＪターンによ
る就業促進を図ります。また、ＩＣＴ等を活用して雇用や移住等に関
する情報を発信するほか、赤磐市出身者等によるネットワークを組
織して交流を促進する等、Ｕターンのきっかけづくりを行います。

【主な取組】
▶︎工業団地造成事業

【主な取組】
▶︎あかいわに戻ろうプロジェクト（同郷出身者等のネッ
トワーク構築、就職説明会の開催、帰省費用の一部
助成、市内企業が都市圏の就職説明会に出展する
費用の一部助成、各種情報の発信等）

▶経済・産業活性化事業（新都市拠点整備構想、経済・
産業活性化エリアの検討・整備等）

▶都市拠点整備事業

【主な取組】
▶︎経済・産業活性化事業（新都市拠点整備構想、経済・
産業活性化エリアの検討・整備等）

▶都市拠点整備事業

【主な取組】
▶︎トップセールスによる企業誘致活動
▶︎ＨＰ等のＩＣＴ活用や企業訪問活動による誘致活動
▶︎企業誘致アドバイザーの設置・活用
▶︎企業立地支援事業（企業誘致奨励金等の活用）
▶︎新規立地企業の人材確保支援
▶︎県企業立地セミナーの活用

●都市計画区域内の区域区分等の土地利用規制を見直す
等、企業や生活利便施設等の立地が進む市街地の形成
を図ります。

●地域産業の活性化につながる企業、雇用確保が期待で
きる企業、赤磐市への誘客が期待できる商業施設等、魅
力的で優良な企業を積極的に誘致し、安定的で良質な
地元雇用を確保します。

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

新たな企業用地の確保 新規立地企業の雇用創出数
（H27年度〜H31年度の累計） 年間製造品出荷額 新規就農者数

（Ｈ２７年度～Ｈ３１年度の累計） ６次産業事業認定団体数

１０ha ５００人 １００，５３８百万円 60 人 ５団体

新規企業立地件数 創業者数
（Ｈ２７年度～Ｈ３１年度の累計） 観光入込客数（年間） ＧＡＰ認証等の取得団体数 学校給食における

地場食材利用率
５件 ７５人 ５３０，０００人 ３団体 ５９．３％
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3. 強い農業の確立プログラム

2. 商工業・観光振興による賑わいと活力創出プログラム

経営感覚を持った農業経営者の育成

交流・連携等による地域産業の活性化

シティプロモーションの推進 周遊・滞在できる観光ルートの形成

農産物の高付加価値化・地域ブランド化の推進

６次産業化・次世代農業の推進

創業のための包括的支援

●経営資産導入、生産技術習得等の総合的な支援を行い、
青年や帰農者等の就農促進を図ります。また、農業経営
の発展段階に応じたきめ細やかな支援により地域農業の
中核者を育成するとともに、集落営農・法人化を促進し、
経営規模拡大等による農業の生産性の向上を図ります。

●企業、金融機関、商工会、大学、研究機関等との交流・連
携により、市内企業の技術開発、商品開発、ブランド化、
海外市場への展開、人材育成等を支援します。

●国内外からの観光客や移住定住の増加を図るため、赤
磐市の魅力を広くＰＲするシティプロモーション活動の
充実強化に取り組みます。

●魅力と特色のある観光資源を掘り起こし、磨き上げるこ
とにより、周遊・滞在できる観光ルートを形成します。

●地域農産物の品質向上・高付加価値化を図り、消費者が信頼できる安全安心な地域ブランドを育成しま
す。また、海外も視野に入れた新たな市場開拓、販路拡大を促進します。

【主な取組】
▶︎新規就農者支援（就業奨励金、親元就農支援、農大
生奨学金、農地・住居の確保支援等）

▶農業経営塾事業（栽培技術・農業経営等の研修体制の整備）
▶集落営農組織化・法人化の推進
▶担い手への農地集積

【主な取組】
▶︎学校給食地場食材利用拡大事業（地産地消）
▶生産組織育成事業
▶次世代施設園芸の導入
▶ＩＴ活用による省力化の推進

【主な取組】
▶︎産業振興人材の育成
▶赤磐市産業支援センター〈仮称〉の設立　
▶市内企業の連携推進（連絡会の実施等）

【主な取組】
▶シティプロモーション事業（赤磐市広報大使やマスコットキャラクターを活用したＰＲ活動、映画「種まく旅
人～夢のつぎ木～」等地域資源を活用したＰＲ活動等）

▶オールあかいわ宣伝隊事業（市内外に向けた特産品等のＰＲ活動）

【主な取組】
▶︎ＧＡＰ認証の取得支援、食味分析、地理的表示等の取組による地域農産物の高付加価値化推進
▶共選、糖度センサー、農薬管理等による高い品質の確保
▶次世代フルーツ生産団地強化事業（新技術の研究への支援）
▶戦略的な新品種導入、気象・土壌条件を踏まえた園地の有効利用・拡大による安定的な出荷体制の確立

【主な取組】
▶︎あかいわ創業塾事業
　（創業支援ネットワークの強化による創業しやすい環
境づくり、創業支援窓口の充実による相談対応、創
業塾の開催による経営ノウハウの習得支援等）

●地域の力で生産から販売までを行う６次産業化への取
組を推進するほか、次世代施設園芸の展開やスマート農
業の導入促進、飼料用米生産の取組等を進めます。ま
た、地元農産物による地産地消を推進します。

●創業しやすい環境づくりや創業までの各段階に応じた適
切な支援により、意欲ある若者や女性の創業を積極的に
支援します。
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赤磐市まち・ひと・しごと創生総合戦略

1. 移住・定住が進むまち創出プログラム

重点戦略Ⅲ

赤磐市の魅力発信の推進 移住・定住を支援する体制の充実

多彩な人材の活躍により、地域が活性化しているまちを創る

●赤磐市に住んでいない人には『住んでみたい』と思われ、赤磐市で生活している市民には『住み続けた
い』と思われる、『選ばれるまち赤磐市』の実現を目指します。

●だれもが住み慣れた地域で快適に住み続けられるよう、人と人のつながりにより支えあうことのでき
る地域を創ります。

●高齢者が地域の支え手となって活躍できる場を整え、高齢者の生きがいづくりを図ります。

●移住を検討している人に赤磐市を知ってもらい、移住先
の候補として興味を持ってもらうため、赤磐市の魅力を
広く情報発信していきます。

【主な取組】
▶︎移住・定住推進事業（移住相談会への参加等）
▶シティプロモーション事業（赤磐市の魅力発掘・情報
発信、赤磐市広報大使やマスコットキャラクターを活
用したＰＲ活動等）

▶あかいわに戻ろうプロジェクト（同郷出身者等のネッ
トワーク構築、情報発信等）

【主な取組】
▶︎移住・定住推進事業（総合的な移住・定住相談窓口に
よる相談対応、おためし住宅の整備・活用、空き家情
報バンクの充実、空き家の改修費用補助等）

▶定住促進奨励金（市分譲宅地の購入費用助成）

●移住希望者の相談にワンストップで対応できる『総合的
な移住・定住相談窓口』体制を整備し、移住希望者の不
安や懸念の解消を図ります。また、移住費用軽減施策の
充実を図るほか、移住後の相談やフォローアップ体制を
整備することで、安心して暮らすことのできる環境づくり
を図ります。

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

空き家情報バンク成約物件数
（H31年度末時点の累計）

新たに転入した世帯数
（H27年度～H31年度までの累計）

地域支えあいのための
取組を行う新たな組織の数

要支援や要介護を必要としない
高齢者の割合

２０件 ３，２００世帯 １０組織 ８４．０％

おためし住宅利用世帯数 市街化区域内の未利用地の解消
（H31年度末未利用地）

「おかやま元気！ 集落」
への登録集落数 シルバー人材センター会員数

６件 ２．０ha ３箇所 ４３０人

魅力的な中心市街地の形成
●賑わいと活力のある魅力的な中心市街地の形成を図ることで、利便性が高く快適に過ごせる居住
環境を創出し、移住・定住先に選ばれる赤磐市の実現を目指します。

【主な取組】
▶︎土地区画整理事業（市街化区域未利用地の宅地化等）
▶経済・産業活性化事業（新都市拠点整備構想、経済・産業活性化エリアの検討、整備等）
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3. 高齢者が生きがいを持ち元気に暮らせる地域創出プログラム

2. 支えあいを中心とした協働によるまちづくり推進プログラム

高齢者の就労支援と社会参加への支援

市民が主体のまちづくりの推進

支えあいによる地域のつながり

地域での支えあい

地域医療体制の整備

公共交通機関の整備・確保と利用促進

救急医療体制の充実強化

●働く意欲を持った高齢者の就労機会の拡大を図るほ
か、文化活動や子育て支援等の地域活動への参加を促
進し、高齢者がアクティブシニアとして生きがいを持っ
て健やかに暮らせる環境を創出します。

●まちづくりを担う人材を確保し、市民主体による地域活
動の活性化を図るとともに、市民や地域をはじめとした
多様な主体が行政と協力し、地域課題の解決のために
役割と責任を分担して協働する体制の充実を図ります。

●いろいろな世代の交流が実現した地域コミュニ
ティの活性化を促進し、住民同士が支えあい・助
け合うことのできる地域の形成を図ります。

●認知症や一人暮らしの高齢者の見守りを行うほか、後期高
齢者の生活支援に高齢者が活躍できる環境づくり等、地域
の住民同士が支えあうことのできるコミュニティづくりを推
進します。また、一体的・総合的に高齢者の生活を支えるこ
とのできる地域包括ケア体制の充実を図ります。

【主な取組】
▶︎シルバー人材センター等との連携によ
る就労支援

▶老人クラブ等との連携による地域活動の促進
▶生涯学習・生涯スポーツの推進

【主な取組】
▶︎協働のまちづくり推進事業（まちづくりサロンの開
催、フォーラムの開催等）

▶市民活動実践モデル事業（市民提案型による協働
事業）

▶自治振興事業（自治連合会、区長・町内会との連携）

【主な取組】
▶協働のまちづくり推進事業
▶愛育委員活動、栄養委員活動、民生委員児童委員活動
▶旧赤磐市民病院の活用（介護・福祉等の複合施設として
活用するための基本構想等）

【主な取組】
▶買い物支援見守り事業
▶赤磐地域見守りネットワーク事業（民間事業者による高齢者の見守り）
▶地域包括ケアシステム構築促進事業
▶認知症の見守り事業（支援ボランティア育成等）
▶介護予防生活支援事業

【主な取組】
▶診療所運営事業
▶訪問看護ステーション運営事業（かかりつけ医との連携）
▶地域医療ミーティング推進事業（住民参加による地
域医療体制の検討）

【主な取組】
▶︎公共交通機関の確保・利用促進
事業（生活交通対策事業、市民バ
ス運行事業、広域路線バス運行
事業等）

【主な取組】
▶︎県南東部圏域二次救急体制整備事業（連携体制の
強化）

▶救急救命士・救急隊員の資質向上（病院実習、受入
検討会、研修会等）

▶救命処置ができる市民の養成

●どこに住んでいても適切な医療が受けられるよう、熊山
診療所、佐伯北及び是里診療所を運営するとともに、赤
磐医師会や市民と協力しながら地域医療体制の充実を
図ります。

●市民に公共交通機関の利用促進を働き掛け、地域の公
共交通網の確保を図ります。また、将来を見据えた公共
交通体系のあり方等について、地域と行政が一緒になっ
て検討を進めていきます。

●医療機関との連携を強化し、救急受入れ体制の充実を
図ります。また、近隣市町等との連携を深め、救急患者、
重篤患者が迅速に適切な治療を受けられるよう、広域
的な救急医療体制の更なる充実を図ります。
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赤磐市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン
赤磐市まち・ひと・しごと創生人口ビジョンとは

赤磐市の人口の現状分析

●赤磐市の人口の現状等を分析し、市が今後目指すべき将来の方向と人口の将来展望を示したもの
です。

●この人口ビジョンの認識を市民が共有することで、「赤磐市まち・ひと・しごと創生総合戦略」による「人
口減少問題に対応して持続的に発展するための取組」がより良く進むことを目的としています。

Ⅰ何ら対策が講じられないままだと、少子高齢化を伴う人口減少は避けられ
ません。

Ⅱ人口が減少すると、地域の活力が低下し、産業・市民生活・行政運営に支
障をきたします。

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

（人）

（年）
1955

14歳以下人口

1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

15～64歳人口 65～74歳人口 75歳以上人口

9,391

18,051

1,634
858

8,848

19,455

1,907

31,234

26,911

1,024

6,432

18,540

2,169
1,053

5,216

18,063

2,432
1,200

32,211

43,913 43,458

34,010

7,018

20,994

2,627
1,564

9,027

23,274

2,894
1,812

9,653

24,879

3,138

2,331

8,368

26,227

3,600

2,811

7,485

27,680

4,561

3,285

6,892

27,897

5,167

3,856

6,383

27,290

5,227

4,997

6,091

25,842

5,821

5,668

5,636

23,530

7,143

6,166

5,053

22,095

7,003

7,007

4,567

21,127

5,513

8,370

4,181

20,333

4,632

8,678

3,919

19,434

4,328

8,276

3,721

17,801

4,898

7,590

社人研による推計値

年齢4区分別人口の推移と将来推計

旧4町合併
赤磐市誕生

岡山ネオポリス
分譲開始

2015年人口
42,475人

資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）」

●赤磐市の人口は、大型住宅団地の分譲以降増加を続けてきました。
●平成17年（2005年）の43,913人をピークに減少に転じ、平成52年（2040年）には34,010人まで減少します。
●65歳以上の人口比率は、平成22年（2010年）は26.4％ですが、平成52年（2040年）には36.7％になり、少子高齢化
を伴う人口減少が進みます。

年齢４区分別人口の推移と将来推計
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目指すべき将来の方向

●若い世代の結婚・出産・子育てに関する希望を実現します。
●市内での就職や市内への移住・定住がかなう、安心して住み続けられる赤磐市にします。
●将来的に人口減少が見込まれる地域にあっても、拠点的地域において生活機能を確保し、地域活力を
維持します。

今後､赤磐市が人口減少問題に対応して持続的に発展できるよう､市が目指すべき将来の方向性を示しました。

都道府県別の人口移動の状況
300

250

200

150

100

50

0

▲50

▲100
2012年（全体＋58） 2013年（全体＋206） 2014年（全体＋31）

岡山市以外の
市町村
76

岡山市 20

福岡県▲17

広島県▲22

兵庫県▲13

東京都 5
神奈川県 8

京都府1

埼玉県▲4

その他の道県1香川県3

備前市 　35
美作市 　27
和気町 　15
瀬戸内市 11
美咲町 　11
倉敷市 　  0
津山市      0
総社市 ▲  2
真庭市 ▲10
その他 ▲11

岡山市以外の
市町村
91

岡山市 140

福岡県▲5
兵庫県▲6

和気町    26
備前市    24
玉野市    19
瀬戸内市 18
美咲町 　13
津山市      8
倉敷市  ▲ 2
美作市  ▲ 6
その他  ▲ 9

瀬戸内市 13
総社市    11
美作市　   4
和気町　   3
津山市　   2
備前市 ▲  1
美咲町 ▲11
倉敷市 ▲12
玉野市 ▲12
その他      3

神奈川県 14

その他の道県
▲16

広島県 1

愛知県 5

大阪府▲5
京都府▲5

東京都▲8

岡山市 42

東京都▲16

2014年
岡山市以外の
市町村（±0）

愛知県 7
大阪府 6

兵庫県 21

広島県 2

その他の道県
▲31

年齢階級別の人口移動の状況（赤磐市全体）
300

200

100

0

▲100

▲200

（人）

2012年
全体＋58人

2013年
全体＋206人

2014年
全体＋31人

0～9歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

59

13

96

▲43

▲97

10
20

11

48

123

▲12
▲20

17

39
25

60

70

▲97

▲43

14
14

60歳以上

50～59歳

30～39歳
40～49歳

10～19歳

20～29歳

0～9歳

●10～19歳及び20～29歳の若年層の転
出超が顕著です。
●30～39歳の転入が目立っています。
●0～9歳の転入が目立っています。

●東京都、大阪府等、大都市圏への転出が
多くなっています。
●10～29歳の転出が多いこととあわせて考
えると、大学や就職に伴う転出が多いと推
察されます。
●県内からの転入が多くを占めています。
●30～39歳と0～9歳の転入が多いことと
あわせて考えると、子育て世帯が大型住
宅団地等でマイホームを購入し、赤磐市に
移り住むケースが多いと推察されます。

年齢階級別にみた人口移動

転出先・転入元からみた人口移動

資料：総務省「住民基本台帳人口移動報告」

資料：総務省「住民基本台帳人口移動報告」

※市外で出産した子育て世帯
が、その後子どもの就学を
前に赤磐市を定住先として
選択したケースが多いこと
が推察されます。
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赤磐市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン
赤磐市が目指す将来の人口

赤磐市の将来人口のシミュレーション

長期的に３０，０００人程度を維持して
　安定的に推移する将来人口を目指します。

※『赤磐市の将来人口のシミュレーション』の【パターン④】

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0
2000 2020 2040 2060 2080 2100 2120 2140

（人）

（年）

969人

社会移動増加分

1,456人

社会移動有無の差分 目標とする将来人口の見通し
（社会移動あり）

3,189人

33,543人
2150年2100年

2060年
2040年

2025年

34,548人

28,142人

20,293人
17,151人

36,944人

39,680人
36,491人
35,597人
34,040人

41,725人
40,269人
40,269人
40,269人

32,419人
29,761人
28,429人

25,592人

①

②

③

④

12,246人

8,348人

4,525人
6,406人

7,951人

2020年

42,509人
41,540人
41,540人
41,540人

出生率2.07
（社会移動なし）

出生率1.61出生率1.41

資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）、岡山県人口ビジョン、赤磐市資料

パターン 内　　　　容

【パターン①】
桃色のグラフ

『2025年に合計特殊出生率目標1.61（第２次赤磐市総合計画の目標）』を達成した後、『合計特殊出生率
1.41（社人研による2040年の推計）』まで落ち込み、『2040年以降も1.41を維持』する場合

【パターン②】
黄色のグラフ

『2025年に合計特殊出生率目標1.61（第２次赤磐市総合計画の目標）』を達成し、『その後も1.61を維
持』する場合

【パターン③】
緑色のグラフ

『2025年に合計特殊出生率目標1.61（第２次赤磐市総合計画の目標）』を達成し、その後は「岡山県人口
ビジョン」と同様に『2030年に1.80』、『2040年に2.07』に回復し、かつ純移動率が2020年以降均衡

（社会増減±０）すると仮定した場合

【パターン④】
赤色のグラフ

合計特殊出生率をパターン③とし、かつ社会増により長期的に30,000人程度の人口を維持して安定的
に推移する場合



赤磐市まち・ひと・しごと創生総合戦略・人口ビジョン 10

重点施策、重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧
重点
戦略 戦略プログラム 重点施策 重要業績評価指標（ＫＰＩ）

①
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、

   

次
代
を
担
う
ひ
と
が
育
つ
ま
ち
を
創
る

１．
安心して家庭を築ける環境
創出プログラム

（１）若者の経済的安定　
（２）多様な働き方の提案　
（３）世帯のニーズに対応した住宅助成の充実
（４）結婚に結びつく支援の推進

・有効求人倍率（和気公共職業安定所管内年間平均）　　　　　　  1.13
 ※H26年度津山管内の数値（和気の一つ上の順位）を目指す

・婚活支援による成婚組数（5年間累計）　　　   　　　　 30組 
・婚姻件数（年間）　　　　　　　　　　　　　　　　　200件　　　    

２．
安心して出産・子育てが
できる環境創出プログラム

（１）出産・子育ての不安に対する情報・サー
ビスの提供体制の整備　（２）子どものけ
が、病気等への対応　（３）子育てサービス・
保育サービスの充実　（４）地域ぐるみの子
育て支援（地域の子は地域で育てる）　（５）
仕事と子育ての両立の支援

・「子育て支援のための総合窓口」の設置　　　　　　　 3箇所
・認定こども園の数　　　　　　　　　　　　　　　     1箇所
・乳児健診受診率     　　　　　　　　　　　　　　　 95.0％
・合計特殊出生率（H29岡山県衛生統計年報） 　　　　　1.58

３．
子どもが健やかに育つ
教育環境創出プログラム

（１）学習環境の整備　（２）確かな学力の定
着に向けた教育の充実　（３）郷土の魅力を
認識できる教育活動の推進　（４）心身とも
に健康な幼児、児童、生徒の育成　（５）家
庭・地域社会の教育力の充実　（６）幼稚園
教育の充実　（７）保幼小中連携の推進

・「授業の内容がよくわかる」と答える児童・生徒の割合
  （全国学力調査小・中学校全教科の平均値） 　　　　　　　　　 80.0%
・全国学力調査の結果（全国平均正答率との差）　
 ※H26年度：全国平均よりマイナス2.8ポイント 　　　　　　全国平均レベル
・学校非構造部材耐震化率　　　　　　　　　　　　　100%
・学校無線ＬＡＮ整備率　　　　　　　　　　　　　　  100%
・家庭教育講座参加者（年間） 　　　　　　　　　　 1,000人
・ヤングボランティア養成事業参加者数（累計）　　　　 100人

②
経
済・産
業
に
活
力
が
あ
り
、

　
ひ
と
が
集
ま
る
ま
ち
を
創
る

１．
企業誘致による安定的で
良質な雇用創出プログラム

（１）新たな企業用地の確保　（２）規制の見直
しによる企業誘致の促進　（３）積極的な企業
誘致の展開　（４）魅力的な企業の誘致促進　

（５）新規立地企業の人材確保支援　（６）地域
の若者の定着、ＵＩＪターン就職の推進　（７）
優れた創業環境の情報発信　（８）広域交通網
基盤の整備促進　（９）誘致した企業への支援

・新たな企業用地の確保　　　　　　　　　　　　　　 10ha
・新規企業立地件数　　　　　　　　　　　　　　　　　 5件
・新規立地企業の雇用創出数（累計）　　　　　　　　   500人
・年間製造品出荷額　　　　　　　　　　　  100,538百万円
 ※県内市12位から11位を目指す

２．
商工業・観光振興による
賑わいと活力創出プログラム

（１）産業振興人材の育成　（２）交流・連携
等による地域産業の活性化　（３）創業のた
めの包括的支援　（４）周遊・滞在できる観
光ルートの形成　（５）シティプロモーション
の推進　（６）観光受入体制の整備

・創業者数（累計）　　　　　　　　　　　　　　　　　  75人
・年間商品販売額　　　　　　　　　　　　　 35,123百万円
 ※県内市13位から12位を目指す

・年間観光入込客数　　　　　　　　　　　　　  530,000人

３．
強い農業の確立プログラム

（１）経営感覚を持った農業経営者の育成　
（２）農産物の高付加価値化・地域ブランド化
の推進　（３）６次産業化・次世代農業の推
進　（４）担い手への農地集積と生産基盤の
整備　（５）多面的機能の発揮

・新規就農者数（累計）　　　　　　　　　　　　　　　  60人
・ＧＡＰ認証等の取得数　　　　　　　　　　　　　　　3団体
 ※雄町米、誉乃AKASAKA、黄ニラ等　 

・６次産業事業認定数（H31年度末時点）　　　　　　　 5団体
 ※平成26年度末時点　2団体

・学校給食における地場食材利用率　          　　　　  59.3%

③
多
彩
な
人
材
の
活
躍
に
よ
り
、

　
地
域
が
活
性
化
し
て
い
る
ま
ち
を
創
る

１．
移住・定住が進むまち
創出プログラム

（１）赤磐市の魅力発信の推進　（２）移住・
定住を支援する体制の充実　（３）移住費用
軽減施策の充実　（４）移住・定住がかなう働
く場の確保　（５）魅力的な中心市街地の形
成　（６）移住希望者の大型住宅団地への受
入促進

・空き家情報バンク成約物件数（累計）　　　　　　　　　20件
 ※H26年度末時点8件
・おためし住宅利用世帯数　　　　　　　　　　　　　　  6件
・新たに転入した世帯数（累計）　　　　　　　　　 3,200世帯
・市街化区域内の未利用地の解消　
  ※H26年度末未利用地 6.3 ha　　　　　　　　     未利用地2.0ha　　

２．
支えあいを中心とした
協働によるまちづくり推進
プログラム

（１）市民が主体のまちづくりの推進　（２）
支えあいによる地域のつながり　（３）公共
交通機関の整備・確保と利用促進　（４）男
女共同参画社会の形成　（５）安心して利用
できる道路等の整備

・地域支えあいのための取組を行う新たな組織の数 　　 10組織
・「おかやま元気！ 集落」への登録集落数　　　　　　　   3箇所

３．
高齢者が生きがいを持ち
元気に暮らせる地域創出
プログラム

（１）高齢者の就労支援と社会参加への支援　
（２）生涯を通して健やかに暮らせる生活の
質の向上推進　（３）地域での支えあい　

（４）地域医療体制の整備　（５）救急医療体
制の充実強化

・シルバー人材センター会員数　　　　　　　　　　　  430人
 ※H26年度末時点３６５人

・特定健診実施率（法定報告値）　　　　　　　　　　  23.0%
・要支援や要介護を必要としない高齢者の割合　　　　 84.0%
・買い物空白地域における買い物支援サービスカバー率　　100%
・認知症サポーター養成数（累計）　　　　　　　　　 4,000人
 ※H26年度末時点　1,327人



赤磐市総合政策部まち・ひと・しごと創生課

〒７０９－０８９８　岡山県赤磐市下市３４４
ＴＥＬ　（０８６）９５５－１２２０
ＦＡＸ　（０８６）９５５－１２６１

ホームページ　http://www.city.akaiwa.lg.jp/

紙面のキャラクターは、あかいわに戻ろうプロジェクトのオリジナルキャラクターです。 Ⓒ赤磐市

「あかいわに戻ろうプロジェクト」

あかいわモモちゃん（おかえりあかいわVer.）



 

 

平成２８年度 第１回 

あかいわ創生有識者会議：参考資料２  

 

 

 

 

  

【交付対象事業名称】オールあかいわ宣伝隊事業 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

 

平成２８年度 第１回 

あかいわ創生有識者会議：参考資料２  

 

 

 

 

  

【交付対象事業名称】協働のまちづくり推進事業 



主催：赤磐市 運営：サンサンあかいわ「まちつく～る」会 

 

まちづくりサロン「まちつく～る」とは・・・？ 
みんなが集まって【自分たちのまちづくり】について 

              “楽しく語り合う場”です。 

  

参加費 

無料！ 

 

と き 平成２７年９月６日（日） 

１３：３０～１６：３０ 

ところ 中央図書館 多目的ホール 

 

 募集定員：３０人  ※赤磐市に在住・在勤。 

           ※託児が必要な場合はご相談ください。 

 

サンサンあかいわ「まちつく～る」会とは、協働のまちづくり塾３期ＯＢ生が中心となって組織した団体です。 

赤磐市をもっと楽しく、元気にしようと活動しています。 

 
参加希望の方は 平成２７年９月２日（水）までに 

赤磐市役所 市民生活部 協働推進課 

ＴＥＬ ０８６－９５５－１７４５ 

ＦＡＸ ０８６－９５５－１３５３ 

へお申し込みください。 

 （※但し、土・日は除きます。） 



【講師】
松下 啓一 さんプロフィール
　パートナーシップ市民フォーラム
さがみはら顧問。26年間の横浜市
職員時代には、総務・環境・都市
計画・経済・水道などの各部局で
調査・企画を担当。市民と協働で
行ったリサイクル条例制定の経験
が、公共主体としての NPOへの
関心につながる。

平成２７年１0月3日土

チャレンジ 
私たちが参加してつくるあかいわ

～平成２７年度協働のまちづくりフォーラム～

私たちの暮らすまちを こんなまちにしたい！　
ちいさな一歩がきっと大きな力になる・・・。 まちづくりへの「チャレンジ！」を考えます。

13：30～15：30
日時

場所

第1部　基調講演

第2部　シンポジウム
私たちのチャレンジ

演題：みんなで取り組む！
　　　  わたしたちのまちづくり
講師：松下 啓一 さん（相模女子大学教授）

（赤磐市下市337）

主催：赤磐市・赤磐市自治連合会　共催：赤磐市協働のまちづくり事業検討委員会

■手話通訳があります。
■託児を希望する場合は、
　9月25日（金）までに
　ご連絡ください。　

■入場無料

【問い合わせ先】
赤磐市 市民生活部 協働推進課
TEL 086－955－1745（直通）

赤磐市立中央公民館 2階大集会室

■コーディネーター　小川 孝雄 さん

■アドバイザー　松下 啓一 さん
■オブザーバー　友實 武則 （赤磐市長）

■パネリスト
（赤磐市協働のまちづくり事業検討委員会 委員長）

・笠倉 堯 さん（桜が丘西連合町内会 会長）
　〜 桜が丘プラザを交流の拠点に 〜

・鳥羽 美智代 さん（ＮＰＯ法人岡山県自閉症児を育てる会 代表）
　〜 ないものは作っていこう〜

・歳森 正一 さん（まちづくり夢百笑運営協議会 会長）　
　〜 笑顔あふれるみんなのお店に 〜

！



公募型提案事業がスタートします！ 

「市民活動実践モデル事業」 募集のお知らせ 

募集期間：平成２７年１２月１日（火）～平成２８年１月１２日（火） 

 

地域の活性化と協働のまちづくりを進めるため、「市民活動実践モデル事業」がスタートします。

地域の課題解決につながる事業を「市と協働」で取り組むことで、より効果が上がる事業（市 

民提案型・行政提案型）を募集します。採用された事業は、平成２８年度中に実施し、２０万円

を上限額として補助金を交付します。 

この事業の募集にあたって、説明会を開催しますので、興味のある人・市民活動団体などの皆

さん、ぜひご参加ください。 

 

「市民活動実践モデル事業」 

事業説明会を開催します！ 
 

 

【日時・会場】 

 第１回 １１月 ６日（金）１３：３０～ 赤磐市役所 本庁 ２階大会議室 

 第２回 １１月 ６日（金）１９：００～ 赤磐市役所 本庁 ２階大会議室 

 第３回 １１月１４日（土）１４：００～ 中央図書館 多目的ホール 

   （いずれの回にも参加できない人（団体など）はご連絡ください。） 

 

【説明内容（予定）】 

１．市民活動実践モデル事業の概要について 

    1）事業の仕組み（市民提案型・行政提案型） 

    2）対象となる市民グループ・市民活動団体などの要件 

    3）補助金の額・補助対象経費 

  ２．事業日程（応募から事業を実施するまでの流れ）について 

  ３．提案書類への記入（書き方）について 

 

※事業説明会は、どなたでも参加できます。 

※事業提案を予定されている、市民活動団体などの皆様は必ずご出席ください。 

 

お問い合わせ：赤磐市 協働推進課 ℡:086-955-1745 ｅ-mail:kyodo@city.akaiwa.lg.jp 



主催：赤磐市 運営：サンサンあかいわ「まちつく～る」会 

 

まちづくりサロン「まちつく～る」とは・・・？ 
みんなが集まって【自分たちのまちづくり】について 

              “楽しく語り合う場”です。 

  

参加費 

無料！ 

 

 

と き 平成２８年２月１１日（木・祝） 

１３：００～１６：００ 

ところ 赤坂健康管理センター 多目的ホール 

 

 募集定員：３０人  ※赤磐市に在住・在勤。 

           ※託児が必要な場合はご相談ください。 

 

サンサンあかいわ「まちつく～る」会とは、協働のまちづくり塾３期ＯＢ生が中心となって組織した団体です。 

赤磐市をもっと楽しく、元気にしようと活動しています。 

 
参加希望の方は 平成２８年２月８日（月）までに 

赤磐市役所 市民生活部 協働推進課 

ＴＥＬ ０８６－９５５－１７４５ 

ＦＡＸ ０８６－９５５－１３５３ 

へお申し込みください。 

 （※但し、土・日は除きます。） 





 

 

平成２８年度 第１回 

あかいわ創生有識者会議：参考資料２  

 

 

 

 

  

【交付対象事業名称】電話健康・医療相談事業 



平成２７年度平成２８年度平成２９年度 （参考）４月

４月 ― 155 89件

５月 ― 188 66件

６月 ― 183 ※生徒、児童にＰＲ用クリアファイル配布５０００枚

７月 ― （参考）５月

８月 ― 87件

９月 ― 101件

１０月 59 （参考）６月

１１月 95 76件

１２月 196 107件

１月 216 （参考）７月

２月 165
３月 148
合計 879 ※ポスター配布

（参考）１１月 （参考）８月

（参考）１２月 （参考）９月

（参考）１０月

１０／　１～１０／１５

１０／１６～１０／３１

８／　１～８／１５

８／１６～８／３１

９／　１～９／１５

９／１６～９／３０

あかいわ健康・急病相談ダイヤル　利用状況
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５／　１～５／１５
188件

５／１６～５／３１

183件
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「あかいわ健康・急病相談ダイヤル」「あかいわ健康・急病相談ダイヤル」
赤磐市民のための

（24時間年中無休／通話料・相談料無料）

夜間・休日の医療機関
のご案内

赤ちゃんが夜中に熱を
出した、どうしよう？

【ご利用上の注意】

お問い合わせ：赤磐市役所　健康増進課　TEL （086）955-1117（直通）

手当てや応急処置を
教えてほしい

検診の結果（データ）に
ついて教えてほしい

携帯・PHS通話可
0120‐118‐384専 用

ダイヤル

聞いて
い い わ み よう よ

●電話がつながりましたら、年齢・お名前をお告げください。（匿名でもOKです。）
●非通知設定の電話、公衆電話からの相談は受けることができませんので、ご注意ください。
●プライバシーは厳守されるシステムですので、安心してご相談ください。
●ご不明な点は、上記の専用ダイヤルまでお問合せください。 （委託事業者のコールセンターにてご相談をお受けします。）

病院

あかいわモモちゃん



「あかいわ健康・急病相談ダイヤル」

看護師や保健師、医師などが、市民の皆様の健康相談にお応えします。

こんな時には迷わず

119 番へ！！

医療相談
●病気の詳しい説明、治療、検査について
●最新の治療
●飲んでいる薬の副作用について
●検査データについて
●受診をしたらどんな検査をするのか
●病気を持った人の家庭でのすごし方
●応急処置　　など

健康づくりに関する相談
●健康保持、病気の予防のために、
　どのような食事をとるべきか　
　どのような運動をするべきか
●生活環境、食品衛生について
●予防接種
●医師からの説明の受け方
●人間ドック、禁煙ドック、脳ドック　など

家庭看護・介護相談
●寝具の調整
●水分補給、食事の選び方
●環境（湿度、換気、室温）
●入浴、清拭、衣類交換
●寝たきり老人の介護（床ずれ予防、排泄、食事など）
●どのような時に、再診すべきか
●介護保険、高額医療、医療費控除　など

妊娠・出産・育児相談
●マタニティーブルー、妊娠中の病気
●妊娠中の食事、生活、運動
●お子さんの誤飲、転倒などの応急処置
●授乳、離乳食、おやつについて
●発達、成長について
●予防接種　　など

医療機関のご案内
●何科を受診すべきか、受診の目安
●夜間、休日の医療機関のご案内　など

0120‐118‐384
い  い  わ（聞いて）み  よ  う  よ

※24時間／年中無休　※携帯電話、PHSでも利用できます

M1510-0367A0023-20000

▶意識がない、またはもうろうと
しているとき

▶呼吸や脈が不規則または停止
しているとき

▶多量の出血があるとき

▶けいれんやひきつけが治まら
ないとき

▶激しい頭痛、胸痛、腹痛などの
痛みがあるとき

▶明らかに重症と思われるとき
など

委託先 ティーペック㈱よりお知らせ：個人情報の取り扱いについて
●本サービスは、ティーペック㈱が業務委託を受けて運営しております。●ティーペック㈱は、本サービスの適切な実施のため、ご利用者より個人情報を取得する場合があります。（個人情報をお知らせいただけない場合は、当該サービスをご提供できない場合があります。）●ティーペック㈱は、
個人情報を上記の目的以外に使用しないことはもとより、ご利用者の同意を得ている場合、法令にもとづく場合、ご利用者本人または第三者の生命、身体または財産の保護のために必要があると当社が判断した場合を除き、取得した個人情報を第三者に提供いたしません。●ティーペック㈱
は、ご利用者によりご満足いただくため、応対品質の向上を目的として、ご利用者の当社への相談内容等を書面、音声または電子的方法により記録させていただきます。●ご提供いただいた個人情報の利用目的の通知、開示、内容の訂正、追加または削除、利用の停止、消去および第三者へ
の提供の停止のお手続きは、「〒110-0005 東京都台東区上野 5-6-10　ティーペック㈱個人情報相談窓口責任者（個人情報保護責任者代理）」までお問い合わせ下さい。●当該サービスをご利用いただいた場合は上記の内容をご理解の上、個人情報の取得および提供についてご同意い
ただいたものとさせていただきますので、あらかじめご了承をお願いいたします。



 

 

平成２８年度 第１回 

あかいわ創生有識者会議：参考資料２  

 

 

 

 

  

【交付対象事業名称】学校・園経営支援事業 



 

学校経営支援事業 各校目標及び評価一覧 

 学校名 目標 自己評価 市教委評価 

１ 山陽小学校 自己肯定感を高め、主体的に活動するたくましい児童の育成 B  

２ 山陽西小学校 学校の教育環境を整備し、児童の心の安定を図り、自主性を高め、児童のつ

まずきに応じた基礎学力の定着を図る。 

A 

３ 山陽東小学校 「学力保障」「成長保障」の柱に沿った学校教育の充実と学習環境の整備 B 

４ 山陽北小学校 いきいきと学び、主体的に活動する学校行事や特別活動の充実を図ることで、

自分に自信を持ち、自己有用感や自己肯定感を高める児童を育成する 

A 

５ 石相小学校 特別支援教育の視点に基づいた ICTの活用による授業改善を図り、児童の学

習意欲の向上並びに学校、学級を自己のよき「居場所」となることを目指す 

B 

６ 軽部小学校 児童の調べ学習・読書活動への推進・学力向上のための図書の充実を図る B 

７ 笹岡小学校 豊かな心をもち、生き生きと活動する笹岡の子どもを育成する A 

８ 豊田小学校 運動を通じて、苦しいことにくじけず、人に優しくできる強い心と健康な身

体づくりをすることにより、たくましく生きる力を身に付けさせる 

B 

 

９ 磐梨小学校 学力向上および体力向上のための環境の充実 B 

１０ 桜が丘小学校 学力向上 B 

１１ 城南小学校 学習環境の改善・充実 B 

１２ 仁美小学校 将来の就労に向け、学習意欲を高め、自己肯定感を高める。自立への基本的

な力を身につける 

A 

１３ 高陽中学校 学区の小学校と連携して地域の学校支援活動の浸透をはかり、生徒の自己有

用感を育成して、学力の向上を図る 

B 

１４ 桜が丘中学校 学力向上、不登校支援 B 

１５ 赤坂中学校 落ち着いた学習環境を作り、学力の向上を図る B 

１６ 磐梨中学校 授業改革、健康でたくましい体づくり B 

１７ 吉井中学校 豊かな心をはぐくみ、望ましい学級・異年齢集団の育成を図るとともに、確

かな学力を身につけさせ、家庭学習の習慣化を目指す 

A 

 教育委員会総

評 

本事業は、赤磐市内の小・中学校において、各校の教育課題の解決や先

進的な取組を支援する。 

 

 

B 



交付申請額16,779,000円
初年度 総経費16,778,600円

【内訳】学校自由裁量予算総額14,999,800円
市内小中学校17校
（最小644,440円～最大1,222,200円の配分額）
※基礎額（小中学校300,000円に傾斜配分）
検査委託料（Ｑ-Ｕ検査 ２回 小３～中３）
1,273,800円
消耗品費 505,000円

学校経営支援事業

平成２７年度 平成２８年度

４月
計画書の提出

５月

支援費交付
事業開始

３月
中間評価
（成果指標）

４月
計画書の提出

５月

支援費交付
事業開始

３月
最終評価
（成果指標）

通わせたい学校づくり推進費（学校自由裁量予算）を交
付し特色ある学校づくりを推進し、取組の普及を図る。

取組をホームページで公開
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【交付対象事業名称】あかいわ移住・定住促進事業  

「あかいわに戻ろう」プロジェクト 



若者の地元定着及びＵ・Ｉ・Ｊターン促進のため本市の魅力的な情報を発信していくための体制

づくり及び本市にゆかりのある方のネットワークを構築するための土台づくり等を行った。 

 

(1) 本市出身者への情報発信体制の整備 

①あかいわに戻ろうプロジェクト特設サイト「おかえりあかいわ」及びスマートフォンアプリケーシ

ョンの構築 

 ⇒ スマートフォンアプリケーションダウンロード数：３５４（平成 28 年 7月 15 日現在） 

  

 ②企業間連携のための情報交換会開催：約１８０名参加 

  ⇒ 開催日時：平成２８年１月２７日（水） 

  ⇒ 開催場所：いきいき交流センター 

 

 ③ホームページ及びアプリケーションＰＲチラシ：５，０００枚配布 

  ⇒ 主な配布先：ふるさと納税者ほか、県人会会員や各種イベントでの配布 

 

(2) 本市にゆかりのある方のネットワーク構築のため、あかいわに戻ろうプロジェクト会員を募集 

①会員登録募集チラシ：２，０００枚配布 

  ⇒ 主な配布先：ふるさと納税者ほか、各県人会会員や各種イベントでの配布 

 

②あかいわに戻ろうプロジェクト会員 

 ⇒ 登録総数：４４名（平成 28 年 7 月 15 日現在） 

 

 

 

 

 



 

(3) 若者の地元定着のため高校生向け就職説明会を開催：約９０名参加 

  ⇒ 開催日時：平成２８年３月１６日（水） 

  ⇒ 開催場所：山陽ふれあい公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山陽新聞 
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【交付対象事業名称】クラウドソーシングによる 

新しい働き方定着プロジェクト 



男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

10歳代 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20歳代 1 2 1 6 0 2 0 2 2 12 14 1 2 1 1 3 4

30歳代 1 5 1 7 1 7 0 4 3 23 26 2 8 1 4 3 12 15

40歳代 1 6 2 10 1 9 1 2 5 27 32 1 7 1 5 2 12 14

50歳代 1 2 3 6 2 4 1 7 12 19 4 4 3 1 7 5 12

60歳代 2 1 5 5 3 3 1 1 11 10 21 3 3 2 2 5 5 10

70歳代～ 1 0 1 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 1 0 1 1

不明 0 1 1 3 1 1 0 0 2 5 7 0 0 1 1 1 1 2 6 19 25

小計 7 17 14 37 8 26 3 9 32 89 121 11 24 8 15 19 39 58 6 19 25

会場計

赤磐市クラウドソーシングによる新しい働き方定着事業　参加者実績

12月6日熊山会場 12月6日桜が丘会場 12月12日赤坂会場 12月12日吉井会場 認知セミナー計 1月9日体験講座(1) 1月10日体験講座(2) 体験講座計 ステップアップ講座計

24 51 34 12 121 35 23 58 25
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【交付対象事業名称】民間活力による多機能な地域支えあいプロジェクト 



○登録者数

熊山地域 吉井地域

４月 １３人 ３人

５月 ８人 ４１人

６月 ３人 １５人

小計 ２４人 ５９人

○見守り件数

熊山地域 吉井地域

４月 ６５件 ０件

５月 １３４件 ４４件

６月 １４２件 １３９件

小計 ３４１件 １８３件

平成２８年度　赤磐市高齢者買い物支援・見守り事業






